
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　 開閉弁
の弁箱に 前記弁棒の昇降によ 動させ

において、

配置され、前記スイッチを作動させるように前記弁
棒に沿って軸方向に昇降する作動部材と、該作動部材を常時上昇する方向に付勢する付勢
手段 とを備え、

前記操作ハ
ンドルの閉弁方向への回動に伴って該作動部材を前記 の付勢力に抗して降下さ
せるようにした 押圧部が設けられて

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、消火 開閉 置に係り、開閉弁の開の状態又は閉の状態を確実に検出
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操作ハンドルの正逆回動操作により弁棒を昇降させて開閉弁を開閉すると共に該
取り付けられたスイッチを り作 て開閉弁の開の状態又

は閉の状態を検出する開閉検出装置を備えた消火栓用の開閉弁装置 弁箱本体の
上部にキャップ状のカバーを螺合すると共にその上面から前記弁棒を突出させるようにな
っている弁箱と、前記カバーの内部に

としてのコイルバネ 前記コイルバネは弁軸の筒状軸受部の外周部に介装さ
れ、前記作動部材は前記コイルバネを収容する収容筒部と該収容筒部の下端に形成されて
いて該作動部材が上昇することにより前記スイッチの作動片に係合する係合部としてのフ
ランジとでほぼハット型形状に形成されると共に前記収容筒部の上端部には、

コイルバネ
小径筒状の いて該押圧部の内部に前記弁棒が挿通され

ると共に該押圧部を前記カバーの上面から突出させて前記操作ハンドルの下面に当接する
ように構成されていることを特徴とする消火栓用の開閉弁装置。

栓用の 弁装



することができる開閉検出 装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　操作ハンドルを回動して弁棒を上昇させると弁が開かれ、操作ハンドルを逆回動して弁
棒を降下させると弁が閉じられる構成の消火 では、開弁及び閉弁を電気的に検出して、
開弁すると消火栓用ポンプが駆動するよう 装置が要求される。
【０００３】
　前記のような開閉弁の 開閉検出装置として、従来より、弁箱
に設けられたマイクロスイッチを弁棒に設けた凸部又は凹部で作動させるように構成した
ものがある。
　また、前記の従来のものでは、開閉弁の弁体シートとして一般に厚肉のゴム材が使用さ
れているため、弁棒の締め込み誤差が発生して前記凸部又は凹部の最終停止位置が変化す
ることから、マイクロスイッチの作動が不安定になるという欠点があり、この欠点を解消
するもの 開閉弁の開閉検出装置が提案されている（特許第３０９７８３２号）。
【０００４】
　前記の提案に係る開閉弁の開閉検出装置は、弁棒の回転に伴って回転する回転板に所定
間隔をおいて３個の永久磁石を配置すると共に弁箱に設けた固定板には２個のホール素子
を、前記永久磁石の接近による作動順序のパターンが開方向と閉方向とでは異なるように
所定の角度をおいて配置する構成である。
【０００５】
　前記提案に係る開閉弁の開閉検出装置は、弁棒が回転されると回転板が同方向に回転し
、前記永久磁石とホール素子とが順次対向及び離隔を繰り返し、永久磁石によりホール素
子が作動するが、このとき、回転板の回転方向に応じて開方向と閉方向とでは、ホール素
子の作動順序のパターンが異なったものとなるから、この作動順序のパターンを検出する
ことにより、開閉弁が開弁方向に作動しているか、あるいは閉弁方向に作動しているか等
の開閉状況を検出することができるようになっている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　ところが、前記提案に係る開閉弁の開閉検出装置にあっては、弁棒の回転を回転板に伝
達するために、回転板の中心に弁棒挿通孔を設けてその内周面にＯリングを嵌合し、これ
に弁棒を挿通しているため、弁棒が昇降しても回転板は昇降しないように該回転板の昇降
を阻止する必要があり、このため、弁棒の回転時に摩擦抵抗が生じて弁棒を回転させる操
作ハンドルが重くなる難点がある。
【０００７】
　また、前記提案に係るものではＯリングの径年変化（劣化）により回転板の回転が不能
になって開閉弁の開状態が検出されず、開閉弁を開いても消火栓用ポンプが駆動しない、
というような重大な事故が発生するおそれがある。
【０００８】
　さらに、前記提案に係るものでは、ホール素子と永久磁石との配置位置関係を正確に設
定しなければならないから、固定板及びホール素子の取付位置設定に制約を受ける難点が
ある。
【０００９】
　そこで、本発明の目的は、消火 おいて最も重要な開弁時、即ち、弁棒を上昇させる
ためのハンドル操作時に何らの負荷がかからず、操作ハンドルをスムーズに回動させるこ
とができ、しかも内部構成が簡単な の開閉 置を提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するために、本発明の は、

開閉弁の弁箱に
前記弁棒の昇降によ 動させ
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装置を備えた開閉弁

栓
にした開閉弁

開又は閉の状態を検知する

として

栓に

消火栓用 弁装

消火栓用の開閉弁装置 操作ハンドルの正逆
回動操作により弁棒を昇降させて開閉弁を開閉すると共に該 取り付けられ
たスイッチを り作 て開閉弁の開の状態又は閉の状態を検出する



において、

配置され、前記スイッチを作動させるように前記弁棒に沿って軸方向に昇
降する作動部材と、該作動部材を常時上昇する方向に付勢する付勢手段

とを備え、

前記操作ハンドルの閉弁方向への
回動に伴って該作動部材を前記 の付勢力に抗して降下させるようにした

押圧部が設けられて

【００１１】
　開弁に際しては、操作ハンドルを回動して弁棒を上昇させると弁が開かれると共にこれ
に伴って作動部材が付勢手段の付勢力により上昇し、係合部が弁箱内のスイッチの作動片
に係合することによりスイッチがオンとなって開弁 が検出され、消火栓用ポンプを駆
動させる信号が与えられる。
【００１２】
　このとき、作動部材は上昇する方向に付勢されていると共に該作動部材の押圧部は操作
ハンドルの下端部に当接しているから、弁棒の回動操作はスムーズに行われて確実に開弁
することができる。作動部材はスイッチをオンした状態でその上昇が規制されるが、弁棒
は作動部材を置き去りにした状態でさらに全開状態まで上昇することができ、充分な送水
が可能となる。
【００１３】
　閉弁に際しては、操作ハンドルを逆回動して弁棒を降下させると閉弁されると共に操作
ハンドルにより押圧部を介して作動部材がその付勢力に抗して押し下げられ、該作動部材
の係合部によりスイッチがオフとなって閉弁 が検出される。
【００１４】
　 弁軸の筒状軸受部の外周部にコイルバネを介装し、作動部 、前記コ
イルバネを収容する収容筒部とその下部に形成した フランジとでハット型
形状に形成し、該収容筒部の上端に前記弁棒が挿通される小径筒状の押圧部を形成してこ
の押圧部を弁箱の上面から突出させるように構成 弁箱内部が構成至簡と
なると共に部品点数を少なくすることができる。
【００１５】
【発明の実施の形態】
　本発明に係る開閉弁の開閉検出装置を消火栓用開閉弁に実施した例として図面に基づい
て説明する。
　図において、１は消火栓用の開閉弁であって、本体下部の鋼管ねじ込み口２に送水管（
図示しない）がねじ込み接続されると共に側部の送水口３に放水ホースが接続され、操作
ハンドル４の回動によって弁棒５を上昇させることにより弁体（図示しない）を開いて送
水口３から送水し、前記操作ハンドル４の逆回動によって弁棒５を降下させることにより
弁体を閉じて送水を停止する構成である。
【００１６】
　６は弁箱、７は弁棒５の筒状軸受部、８は弁箱本体６ａの上部に螺合されるキャップ状
のカバーであって、前記筒状軸受部７を囲繞し、上面から前記弁棒５が突出するようにな
っている。
【００１７】
　 閉弁の開閉検出装置１１は、前記弁箱６のカバー８の一側面にスイッチ取付穴８ａが
形成されると共にスイッチ取付部材９が設けられ、前記スイッチ取付穴８ａを介して内部
にマイクロスイッチ１０が配置されており、前記カバー８内には前記マイクロスイッチ１
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開閉検出装置を備えた消火栓用の開閉弁装置 弁箱本体の上部にキャップ状のカ
バーを螺合すると共にその上面から前記弁棒を突出させるようになっている弁箱と、前記
カバーの内部に

としてのコイルバ
ネ 前記コイルバネは弁軸の筒状軸受部の外周部に介装され、前記作動部材は前
記コイルバネを収容する収容筒部と該収容筒部の下端に形成されていて該作動部材が上昇
することにより前記スイッチの作動片に係合する係合部としてのフランジとでほぼハット
型形状に形成されると共に前記収容筒部の上端部には、

コイルバネ 小径筒
状の いて該押圧部の内部に前記弁棒が挿通されると共に該押圧部を前
記カバーの上面から突出させて前記操作ハンドルの下面に当接するように構成されている
ことを特徴とする。

状態

状態

前記付勢手段は 材は
係合部としての

されているから、

開



０を作動させるための作動部材１２を前記弁棒５に沿って軸方向に昇降するように配置し
、該作動部材１２を常時上昇する方向に付勢する付勢手段としてのコイルバネ１６を設け
、前記作動部材１２には、前記操作ハンドル４の閉弁方向への回動に伴って該作動部材１
２を前記コイルバネ１６の付勢力に抗して降下させるようにした押圧部１５を設けて構成
されている。
【００１８】
　前記コイルバネ１６は前記筒状軸受部７の外周部に介装され、作動部材１２は前記コイ
ルバネ１６を収容する収容筒部１３と前記マイクロスイッチ１０の作動片１０ａに係合す
るフランジ状の係合部１４とで略ハット型形状に形成され、前記収容筒部１３の上端には
小径筒状の押圧部１５を一体に設けて該押圧部１５の内部に前記弁棒５が挿通されるよう
にすると共にこの押圧部１５を前記カバー８の上面から突出させる。
【００１９】
　開閉弁１は図の実線で示す状態では閉弁状態であり、作動部材１２は押圧部１５が操作
ハンドル４の下面４ａに押さえられることによりコイルバネ１６の付勢力に抗して押し下
げられており、前記係合部１４とマイクロスイッチ１０の作動片１０ａとは離反していて
マイクロスイッチ１０はオフ状態である。
【００２０】
　操作ハンドル４を回動すると弁棒５が上昇して弁体が開かれるが、これに伴ってコイル
バネ１６の付勢力により作動部材１２が上昇し、係合部１４がマイクロスイッチ１０の作
動片１０ａに係合してマイクロスイッチ１０がオンし、開閉弁１の開状態が検出されて消
火栓用ポンプを駆動させる駆動信号となる。
【００２１】
　前記作動部材１２は前記のようにしてマイクロスイッチ１０がオンした時点で前記筒状
収容部１３と前記押圧部１５との境界段部１３ａがケース８の上壁部８ｂに当接して停止
するが、前記弁棒５は作動部材１２を置き去りにした状態でさらに上昇することが可能で
あり、操作ハンドル４の図の仮装線で示す位置において弁体が全開状態となる。
【００２２】
　閉弁操作に際しては、前記操作ハンドル４を逆回動して弁棒５を降下させると弁体が閉
じられるが、この弁棒５の降下の過程において操作ハンドル４の下面４ａが作動部材１２
の押圧部１５に当接し、コイルバネ１６の付勢力に抗して作動部材１２を押し下げ、係合
部１５とマイクロスイッチ１０の作動片１０ａとの係合が解除されることによりマイクロ
スイッチ１０はオフとなり、開閉弁１の閉の状態が検知される。
【００２３】
　前記コイルバネ１６は前記作動部材１２を常時押し上げるような付勢力があれば充分で
あり、例えば、作動部材１２を合成樹脂製とすれば軽量であるから、弱いばね力のものを
使用することができる。
【００２４】
　前記作動部材１２の係合部１４をフランジ状に形成 、前記ケース８の外周面に
おけるマイクロスイッチ１０の取付位置に制約を受けることがなく任意に設定することが
でき、スイッチ取付部材９からの電線コードの引出方向を自由に選定することができる。
【００２５】
【発明の効果】
　本発明に係る によれば、

。
【００２６】
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したから

消火栓用の開閉弁装置 操作ハンドルを回動すると弁棒が上昇し
て弁体が開かれるが、これに伴ってコイルバネの付勢力により作動部材が上昇し、係合部
がスイッチの作動片に係合してスイッチがオンし、開閉弁の開状態が検出されて消火栓用
ポンプを駆動させる駆動信号を得ることができる

前記作動部材は前記のようにしてスイッチがオンした時点で前記筒状収容部と前記押圧
部との境界段部がケースの上壁部に当接して停止するが、前記弁棒は作動部材を置き去り
にした状態でさらに上昇することが可能であり、弁体を全開状態とすることができる。



【００２７】
　

【００２８】
　

【００２９】
　 、消火 おいて最も重要な開
弁時、即ち、弁棒を上昇させるためのハンドル操作時に何らの負荷がかからず、操作ハン
ドルをスムーズに回動させることができ、しかも構成部材としては作動部材と付勢手段だ
けの簡単な構成であるから、内部構成が至簡となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係る開閉弁の開閉検出装置の実施例を示す要部の断面図である。
【符号の説明】
１　　　　　　開閉弁
２　　　　　　鋼管ねじ込み口
３　　　　　　放水口
４　　　　　　操作ハンドル
５　　　　　　弁棒
６　　　　　　弁箱
６ａ　　　　　弁箱本体
７　　　　　　筒状軸受部
８　　　　　　ケース
９　　　　　　スイッチ取付部材
１０　　　　　マイクロスイッチ
１１　　　　　開閉検出装置
１２　　　　　作動部材
１３　　　　　筒状収容部
１４　　　　　係合部
１５　　　　　押圧部
１６　　　　　コイルバネ

10

20

30

(5) JP 3820185 B2 2006.9.13

閉弁操作に際しては、前記操作ハンドルを逆回動して弁棒を降下させると弁体が閉じら
れるが、この弁棒の降下の過程において操作ハンドルの下面が作動部材の押圧部に当接し
、コイルバネの付勢力に抗して作動部材を押し下げ、係合部とスイッチの作動片との係合
が解除されることによりスイッチはオフとなり、開閉弁の閉の状態を検出することができ
る。

前記作動部材の係合部はフランジ状に形成されているから、前記ケースの外周面におけ
るスイッチの取付位置に制約を受けることがなく任意に設定することができ、スイッチ取
付部材からの電線コードの引出方向を自由に選定することができる。

以上のように、本発明の消火栓用の開閉弁装置によれば 栓に



【 図 １ 】
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